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当院では肥満細胞腫と診断した時点で、まず手
術日を7～14日後に設定して、それまでの間にス
テロイドや分子標的薬を使用するプレアジュバ
ンド療法で腫瘍を小さくすることから始める。
本症例の肥満細胞腫は小さく平らになっている
が、切開前の診察時にマーキングを実施してお
り、それに合わせたマージンを短軸2cm長軸3～
3.5cmとし最終的に縫合しやすい形にする。切開
方向はランゲルの間隙やランゲル割線に沿うの
が理想と言える。メス先は通電部が短い針電極
（A8D）で、これは通電部の長さを調整できる
ので短くして使う。短くすることで奥の意図し
ない箇所まで切開するリスクが少なくなる。ほ
とんど出血することなく思い通りの形に切開で
きるのがRFナイフの利点である。今回は
BLENDモードの出力50で表皮、真皮、皮下組織
の途中までを切開した。BLENDモードは、あま
り出血させたくないときに使用するモードであ
る。さらにコアグレーションの特性があるので
CUTモードより熱変性はあるが、それで縫合で
きないということはなく、そのまま縫合し、縫
合不全などの合併症になることはない。

今回は皮下組織以下を新しいデバイスであるバ
イポーラシザーズを使用した。腫瘍外科での理
想的な切開・切除はパンチバイオプシーで抜い
たような形である。その理想に近づけるために
皮膚切開ラインから垂直に切り下げるのが重要
である。また時々の出血にはバイポーラを使用
している。今回モノポーラ電気メスで切開する
部位をバイポーラシザースを使用した。その使
用法としては筋層まで一気に切るのではなく、
まずは筋膜直上までを切る。層に対してまっす
ぐ切れるのが特徴で、コツとしては早く切るの
ではなく、挟みながら組織が蛋白変性していく
のを確かめながら切り進める。その後筋膜と一
緒に切開・切除していく。縫合は筋層を縫合し
て、皮膚・皮下組織を剥離し、ドレーンを入れ
皮下組織を縫合および皮膚縫合をする。皮膚断
端の形成することなくそのまま縫合できるのは
RFナイフの利点である。
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